
創薬・DDS Weekly Intelligence Report | 2026-08-01 | Page 1

創薬・DDS
Weekly Intelligence Report
2026-08-01 | 54件 | 8カ国
troy-technical.jp

今週のキーワード

新モダリティ
PROTAC、GLP-1、LNPが臨床で躍進

54
件

記事数

8
カ国

対象国

1
種

PROTAC承認

170+
分子

AI設計治験

今週の全54記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
AI創薬が医薬品設計加
速

技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
AIがタンパク質設計から臨床試験まで創薬プロセスを
革新し、開発効率と成功率を向上させる。

#02
AI創薬、肺がんで高成
功率

臨床試験
結果

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

AI設計医薬品が肺がんPhase 1で80-90%の成功率を
達成し、市場投入の可能性を倍増させる。

#03
AI創薬、臨床効率化へ
転換

業界動向
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

AI創薬が臨床試験の効率化に焦点を移し、170以上の
AI設計分子が治験入り、コスト削減と承認加速を目指
す。

#04
AI創薬、初期パイプラ
イン再構築

技術解説
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

AIが標的同定・ヒット生成を加速し、後期臨床段階で
の高コストな失敗候補を早期排除することで創薬パイ
プラインを効率化。

#05
リリー肥満症薬、体重
21%減

新製品発
表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

イーライリリーのトリプルアゴニストretatrutideが糖
尿病合併肥満症患者で80週後に体重21%減を達成し
、FDA承認申請へ。

#06
初のPROTAC、FDA承
認

新製品承
認

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
●

FDAが初のPROTACであるVepdegestrantをER+/HE
R2-乳がん治療薬として承認、標的タンパク質分解の
臨床応用を確立。

#07
PROTAC承認、がん治
療転換点

解説記事
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

初のPROTAC承認は、標的タンパク質分解技術が従来
の阻害剤と異なる作用機序でがん治療に新時代をもた
らすことを示す。

#08
LNP粘膜送達、AIでD
DS進化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
LNPが核酸医薬の呼吸器・消化管粘膜送達で進展、AI
統合により個別化DDSの未来を拓く。

#09
バイオ医薬品CDMO市
場拡大

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
バイオ医薬品受託製造市場がバイオシミラーや遺伝子
治療需要増で拡大、主要CDMOが生産能力を増強。

#10
LNP完全ガイド、mRN
A基盤

解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
LNPはmRNAワクチン成功を支える核酸医薬送達の基
盤技術であり、その構成要素と機能性を詳細に解説。

#11
第一三共ADC、競合に
後れ

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

第一三共の早期ADCパイプラインが競合に後れを取り
、主力製品収益がピークに。8.5億ドルの費用計上も
。

#12
LNP遺伝子治療、脳卒
中低減

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

LNPを用いた遺伝子治療がACTA2変異修正で脳卒中関
連死亡率を低減、ウイルスベクターに勝る再投与可能
性と低コストが利点。

#13
リリー肥満症薬、最有
力候補

新製品発
表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

イーライリリーのトリプルアゴニストretatrutideが代
謝性疾患で肯定的な結果を示し、肥満症治療薬の最有
力候補に浮上。

#14
EMA、新規コレステロ
ール薬承認勧告

新製品承
認

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

EMAが新規高コレステロール血症薬3種を含む12医薬
品に承認勧告。希少疾患治療薬も含まれる。
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距離
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インパクト

データ
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日本
関連度 一行サマリ

#15
AI創薬、中皮腫薬Fast
Track

新製品発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

Insilico MedicineのAI創薬プラットフォームで開発さ
れたパンTEAD阻害剤ISM6331が、中皮腫治療薬とし
てFDA Fast Track指定を取得。

#16
第一三共エンハーツ、
EU承認勧告

新製品承
認

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

第一三共とアストラゼネカのEnhertu＋pertuzumab
併用療法が、HER2陽性転移性乳がん初回治療薬とし
てEU CHMP承認勧告。

#17
2026上半期、新薬24
種承認

市場概観
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

2026年上半期に新規低分子医薬品24種が承認され、
初のPROTACと経口GLP-1が市場に参入し、中国NMP
Aが承認を主導。

#18
siRNA脳卒中薬、EMA
承認

臨床試験
承認

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Ribo Life ScienceのsiRNA治療薬Vortosiranが、心房
細動患者の脳卒中予防臨床試験でEMA承認。

#19
LNP-mRNA CAR、in
vivo開発

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

LNP送達型マルチ特異性CAR
mRNAプラットフォームがin vivoでCAR発現を制御し
、自家細胞製造の課題克服を目指す。

#20
RNA治療薬、多様な時
代へ

市場概観
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

2026年にASO「Olezarsen」とsiRNA「Fitusiran」「
Plozasiran」が承認され、RNA治療薬の多様な時代が
到来。

#21
トリ特異性TCE、FIH
開始

臨床試験
開始

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

HenliusがSTEAP1×CD3×CD28トリ特異性TCE「HL
X3902」の初回患者投与を開始、固形腫瘍治療に挑む
。

#22
同種CAR
T、MRD陰性化58%

臨床試験
結果

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

Allogeneの同種CAR T「Cema-Cel」がFDA
RMAT/Fast Track指定を取得、LBCL患者でMRD陰性
化率58.3%を達成。

#23
第一三共Datroway、E
U承認

新製品承
認

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

第一三共とアストラゼネカのTROP2 ADC「Datrowa
y」が、免疫療法不適格な転移性TNBC患者の初回治療
薬としてEU承認。

#24
経口GLP-1、快楽摂食
抑制

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

経口GLP-1薬が脳の報酬系回路に作用し快楽的摂食を
抑制する可能性をNIH研究が示唆、薬物乱用障害治療
への応用も。

#25
GLP-1、肝疾患研究拡
大

学術論文
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
GLP-1受容体作動薬の研究がMASLD-MASH-HCC連続
体で急速拡大、米国が主導し中国が急成長。

#26
PROTAC承認、特許課
題浮上

解説記事
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

FDA初のPROTAC承認が、標的タンパク質分解分野に
おける特許戦略の複雑な課題を浮上させ、知財戦略の
重要性を強調。

#27
PROTAC研究動向、フ
ロンティア

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

2001-2025年のPROTAC研究動向分析により、E3リ
ガーゼ拡大、CNS透過性、AI設計が今後のフロンティ
アと判明。

#28
LNP口腔がん「ワンツ
ーパンチ」

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ペンシルベニア大学がLNPでp53とciclopiroxを同時送
達する口腔がん「ワンツーパンチ」療法を開発、腫瘍
負担を大幅軽減。

#29
EMA、Evlarco承認勧
告

新製品承
認

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

EMAが新規コレステロール血症治療薬Evlarco（obice
trapib / ezetimibe）の承認勧告、CETP阻害剤とコレ
ステロール吸収阻害剤の合剤。

#30
saRNA、mRNA凌駕し
承認

技術解説
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

自己増幅型RNA（saRNA）が従来のmRNAを凌駕し、
COVID-19ワクチンで承認。少量投与で持続的発現、
多様な治療分野へ応用拡大。

#31
二重特異性抗体、製造
課題

技術解説
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

二重特異性抗体の設計戦略と製造課題を分析。IgG様
とフラグメントベースのトレードオフ、品質確保の難
しさを指摘。

#32
mRNA、ワクチン超え
応用拡大

トレンド
記事

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

mRNA技術がワクチンを超え、個別化がんワクチン、
タンパク質補充、再生医療へ応用拡大。LNP製剤改良
と製造スケールアップが課題。

#33
エキソソームDDS、m
RNAがんワクチン躍進

トレンド
記事

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

2026年主要トレンドとしてエキソソームDDSと個別
化mRNAがんワクチンが臨床試験で躍進、次世代がん
治療の可能性。
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#34
WEF、エキソソームD
DS選定

トレンド
記事

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

世界経済フォーラムが2026年新興技術トップ10にエ
キソソームDDSと個別化mRNAがんワクチンを選定、
未来の医療に影響。

#35
AI創薬、現状をマッピ
ング

トレンド
記事

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

AI創薬の現状を標的同定、分子設計、自動化実験、臨
床試験最適化の4層でマッピング。主要企業がリード
しプロセス全体を加速。

#36
癌治療、エキソソーム
DDSレビュー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Dove Medical Pressが癌治療における次世代薬物送達
システムとしてエキソソーム模倣ナノキャリアのレビ
ューを発表。

#37
サノフィ、二重特異性
抗体DDS

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

サノフィが新規二重特異性抗体創出のため「デュアル
ターゲティングライブラリ2.0」を発表。単一特異性
抗体とナノボディを融合。

#38
セマグルチド、MASH
寛解2倍

学術論文
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

セマグルチドが線維化を悪化させずにMASH寛解の可
能性を2倍以上に向上させるメタアナリシス結果が報
告された。

#39
二重特異性抗体、ADに
効果

臨床試験
結果

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

Bambusa Therapeuticsの二重特異性抗体BBT001が
アトピー性皮膚炎第1相で迅速かつ持続的な痒み軽減
とAD改善を達成。

#40
mRNAナノゲル、前立
腺がん標的

学術研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

インペリアルカレッジが前立腺がん標的型mRNAナノ
ゲルを開発、従来のLNPの肝臓蓄積課題を克服し、腫
瘍増殖を抑制。

#41
LNP後方ロード、コー
ルドチェーン解決

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

RNAを空のLNPに「後方ロード」する新戦略が開発さ
れ、mRNA医薬のコールドチェーン保管問題を解決し
、アクセス改善へ。

#42
GLP-1RA、胃腸副作用
が課題

学術論文
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

GLP-1受容体作動薬の系統的レビューにより、胃腸有
害事象が最も強いシグナルと報告。重篤な感染症リス
ク低減の可能性も。

#43
分子接着剤、腎細胞癌
FIH

臨床試験
開始

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

ARNT分子接着剤分解剤NEO-811の切除不能淡明細胞
腎細胞癌向け第1/2相初回ヒト投与試験が開始、新た
な治療選択肢を探る。

#44
EGFR-HER3
ADC、SCLCに高奏効

臨床試験
結果

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

初のEGFR-HER3二重特異性ADC「Iza-Bren」が進展
型小細胞肺癌Ib相で奏効率48.1%を達成、新たな治療
選択肢を示唆。

#45
二重特異性抗体、骨髄
腫承認

新製品承
認

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

FDAがリジェネロンのBCMA-CD3二重特異性抗体「リ
ンボセルタマブ」を、再発/難治性多発性骨髄腫治療
薬として迅速承認。

#46
DDS、エンドソーム障
壁克服

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

非エンドサイトーシス膜貫通送達戦略が遺伝子治療の
エンドソーム障壁を克服し、核酸医薬の有効性を劇的
に向上させる可能性。

#47
経口STAT6分解剤、A
Dに効果

臨床試験
結果

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

Kymera Therapeuticsの経口STAT6分解剤KT-621が
アトピー性皮膚炎第1b相で陽性結果、注射剤に代わる
経口薬の可能性。

#48
LLMエージェントAI、
CVD創薬革新

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

大規模言語モデルを活用したエージェント型AIが心血
管疾患創薬プロセスを革新、ターゲット理解から化合
物設計、臨床試験まで効率化。

#49
超音波BBB開口、脳薬
剤送達

技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

集束超音波とマイクロバブルが血液脳関門を一時的に
開口し、脳への薬剤送達を改善。CNS疾患治療に新た
な道。

#50
生成AI、新規フレーバ
ー設計

技術開発
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

生成AIが自然界に存在しない新規フレーバー分子を設
計、食品産業に革新をもたらし、安全で持続可能な食
品成分開発を加速。

#51
ROS1 NSCLC薬、FDA
迅速承認

新製品承
認

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

FDAがNuvalent社のROS1陽性NSCLC治療薬zidesam
tinibを目標より2ヶ月早く迅速承認、前治療歴のある
患者に新たな選択肢。

#52
分子接着剤、臨床開発
加速

臨床試験
開始

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

分子接着剤開発が加速、Gluetacsが固形がんPhase
IIでGT919を、DegronがHuR標的DEG6498をPhase
I開始。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#53
LNP心臓送達、課題と
展望

学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

LNPの心筋梗塞治療における心臓特異的送達が課題。
従来のLNPは肝臓蓄積、新脂質工学で肺・脾臓標的は
成功するも心臓は未報告。

#54
siRNA真性多血症薬、
瀉血削減

臨床試験
結果

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Ribo社Divesiranが真性多血症Phase IIa試験で瀉血頻
度を大幅削減し、ヘマトクリット値コントロール改善
と患者QOL向上に貢献。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 初のPROTAC承認は、自社の創薬戦略をどう変えるか？
FDAが初のPROTAC「Vepdegestrant」を承認し、標的タンパク質分解（TPD）が臨床的に有効なモダリティとして確立
されました。これは、従来の阻害剤では困難だった「undruggable」な標的へのアプローチを可能にし、がん治療に新時
代をもたらします。日本企業もPROTAC開発に注力していますが、知財競争の激化や開発難易度の高さは脅威です。自社
のパイプラインと知財戦略を見直す緊急性があります。

❷ GLP-1系薬剤の多機能化・経口化は、肥満・糖尿病市場の競争環境をどう激化させるか？
イーライリリーのトリプルアゴニスト「retatrutide」が強力な体重減少効果を示しFDA承認申請へ。また、初の経口非ペ
プチドGLP-1薬「orforglipron」も市場に参入しました。これらの薬剤は、肥満症・糖尿病治療の標準を大きく変える可
能性があり、MASHなど新たな適応症への研究も拡大しています。日本の製薬企業は、この急速に進化する市場で競争力
を維持するために、多機能化・経口化への対応と、新たな作用機序の探索が不可欠です。

❸ mRNA/LNP技術の進化は、自社のDDS戦略に新たな投資機会をもたらすか？
mRNA技術はワクチンを超え、個別化がんワクチン、タンパク質補充、再生医療へと応用が拡大しています。特にLNP送
達技術は、呼吸器・消化管粘膜への適用や、コールドチェーン問題を解決する「後方ロード」戦略など、革新的な進展を
見せています。しかし、心臓特異的送達など未解決の課題も残ります。日本のDDS関連企業や製薬企業は、この技術の進
化を注視し、新たな送達システムや応用分野への投資機会を評価する必要があります。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PROTACGLP-1

AI創薬 LNP/DDS

抗体薬

CDMO 第一三共

次世代抗体

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PROTAC 注意 新規標的創薬、難治がん 知財競争激化、開発難

● GLP-1 注意 肥満・代謝疾患市場拡大 競争激化、副作用管理

● AI創薬 機会大 R&D;効率化、新規分子 技術投資、人材確保

● LNP/DDS 注意 核酸医薬の適用拡大 送達課題、製造コスト
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● 抗体薬 機会大 がん治療の選択肢拡大 競合激化、開発コスト

● CDMO 参考 生産アウトソーシング サプライヤー依存

● 第一三共 脅威大 — パイプライン停滞、費用

● 次世代抗体 機会大 難治疾患への新アプローチ 開発難易度、安全性
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深掘り ① ― 初のPROTAC承認、がん治療の転換点
#06 | 2026/07/23 | Journal of Medicinal Chemistry - ACS Publications | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●●●
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

FDAが初のPROTAC（標的タンパク質分解薬）であるVepdegestrant（ARV-471）を、ER陽性、HER2陰性、ESR1変
異を有する進行性または転移性乳がん治療薬として承認しました。これは、疾患原因タンパク質を直接分解・除去する
というPROTACの革新的な作用機序が、臨床的に有効な治療モダリティとして確立されたことを意味します。

Vepdegestrantは、既存薬フルベストラントと比較して無増悪生存期間を統計的に有意に改善し、良好な経口バイオア
ベイラビリティと安全性プロファイルを示しました。この成功は、従来の阻害剤では困難だった「undruggable」な標
的へのアプローチを可能にし、がん治療のパラダイムを根本から変える可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

初のPROTAC承認は、TPD（Targeted Protein Degradation）分野の長年の研究が結実した画期的な出
来事です。提示されたPFS改善データは、既存治療に耐性を示す患者にとって非常に大きな意義を持ち
ます。ただし、PROTACは分子設計が複雑で、E3リガーゼ選択性、三元複合体形成効率、オフターゲッ
ト分解など、実用化にはまだ多くの未解決課題があります。特に、経口バイオアベイラビリティやCNS
透過性の改善は今後の重要課題です。 【機会】日本の材料・素材メーカーは、PROTACのリンカーやE3
リガーゼ結合体、DDS技術など、構成要素の最適化に貢献できる可能性があります。製薬企業にとって
は、新たな創薬モダリティとして、既存パイプラインの強化や新規標的探索の機会が拡大します。 【脅
威】一方で、PROTACの知財ランドスケープは非常に複雑で、先行する海外企業の特許網を回避しつつ
、独自の強みを持つ分子を開発する難易度は高いです。また、製造コストや品質管理も課題となるでし
ょう。 【次のアクション】R&D;部門は、PROTACの最新技術動向と知財戦略を即時調査し、自社技術
とのシナジーを評価すべきです。経営企画部門は、TPD市場の成長予測と自社の投資戦略を再検討し、
中長期的なロードマップを策定する必要があります。

深掘り ② ― リリーのトリプルアゴニスト、肥満症治療を革新
#05 | 2026/07/23 | BioPharma Dive | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

イーライリリーは、GLP-1、GIP、グルカゴン受容体を標的とするトリプルアゴニスト「retatrutide」のFDA承認申請
を準備しています。Triumph-2およびTriumph-3試験では、糖尿病合併肥満症患者で80週後に平均21%、心血管疾患
患者で平均23%の体重減少（最高用量群）が示されました。

この顕著な体重減少効果は、既存のGLP-1単独アゴニストやデュアルアゴニストを上回る可能性を示唆しており、肥満
症治療の新たな標準となることが期待されます。ただし、吐き気、下痢、便秘、嘔吐などの消化器系副作用の管理と長
期的な心血管イベントへの影響が引き続き厳密にモニタリングされます。
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▶ 技術者の視点

retatrutideの体重減少効果は、既存のGLP-1系薬剤の中でも非常に強力であり、臨床的意義は大きいと
評価できます。80週で21%減という数値は、患者の生活の質を劇的に改善する可能性を秘めています。
消化器系副作用はGLP-1系に共通する課題ですが、用量漸増や投与方法の最適化で管理可能か、長期的
な忍容性が重要です。 【機会】日本の製薬企業やバイオベンチャーは、GLP-1系薬剤の多機能化（トリ
プルアゴニストなど）や、経口化技術、副作用軽減技術の開発に注力することで、この巨大な市場に参
入する機会があります。また、肥満症・糖尿病関連のDDS技術開発も重要です。 【脅威】イーライリリ
ーやノボノルディスクといった海外大手による市場寡占が進む可能性が高く、日本の製薬企業は後塵を
拝するリスクがあります。開発競争は激化し、新規参入のハードルは高まるでしょう。 【次のアクショ
ン】R&D;部門は、GLP-1系薬剤の最新の作用機序と副作用プロファイルを詳細に分析し、次世代薬剤の
設計に活かすべきです。経営企画部門は、肥満症・糖尿病市場のグローバル動向を継続的にモニタリン
グし、自社のポートフォリオ戦略を迅速に調整する必要があります。
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深掘り ③ ― LNP後方ロード、コールドチェーン問題を解決
#41 | 2026/07/23 | bioRxiv | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●○

bioRxivに掲載されたプレプリント論文は、脂質ナノ粒子（LNP）キャリアへのRNA「後方ロード（post-loading）」
という新しい戦略を提案しています。この方法は、空のLNPを個別に製造・保管し、投与直前にRNAをロードすること
を可能にします。

この技術は、従来のmRNA-LNPのコールドチェーン保管の制限を克服し、ワクチンへのアクセスを改善し、新しいmR
NA配列への適応性を高めることを目的としています。後方ロードされたLNPは、従来の共沈殿LNPと同等の細胞内送達
効率と内部構造を示し、mRNA医薬の物流とアクセシビリティを劇的に改善する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

mRNA医薬のコールドチェーン問題は、特にグローバルな普及において大きな障壁となっていました。
この「後方ロード」戦略は、空のLNPを常温で保管し、必要な時にRNAを充填できる点で、物流コスト
とインフラ負担を劇的に軽減する画期的なアプローチです。プレプリント段階とはいえ、同等の送達効
率と内部構造が示されたことは非常に有望です。 【機会】日本の材料・素材メーカーは、この後方ロー
ドに適したLNPの脂質組成や、ロードプロセスの最適化技術の開発で貢献できる可能性があります。製
薬企業やDDSベンチャーは、mRNA医薬の製造・流通コスト削減と、緊急時対応能力の向上に繋がるた
め、この技術の導入を検討すべきです。 【脅威】この技術が標準化されれば、従来のコールドチェーン
に依存した製造・流通システムへの投資が無駄になる可能性があります。また、後方ロードプロセスの
安定性や、多様なRNA配列への汎用性確保にはまだ課題が残ります。 【次のアクション】R&D;部門は
、この後方ロード技術のメカニズムとLNP組成の最適化に関する研究を深掘りし、自社技術への応用可
能性を評価すべきです。製造・物流部門は、コールドチェーンに依存しないmRNA医薬の製造・流通モ
デルを中長期的に検討し、サプライチェーンのレジリエンス強化を図る必要があります。

その他の注目記事
#02 AI創薬ツール、肺がん領域で高いPhase 1成功率80-90%を達成し、臨床意思決定を強化 (OncLive)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

AI設計医薬品が肺がんPhase 1で80-90%の成功率を達成。AIが創薬の成功確率を劇的に高める可能性を示唆。

#20 2026年RNA治療薬の変革：FDAがASO「Olezarsen」とsiRNA「Fitusiran」「Plozasiran」を承認し、多様な核酸医薬時代へ (MiraScope)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

複数のASO/siRNA治療薬が承認され、RNA治療薬が希少疾患から一般的な代謝性疾患まで広がる多様な時代へ突入。

#38 セマグルチド、MASH寛解の可能性を2倍以上に向上させるメタアナリシス結果が報告 (AJMC)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

既存のGLP-1RAであるセマグルチドが、MASH寛解の可能性を2倍以上に高める強力なエビデンス。MASH治療の標準
を変える可能性。

#22 Allogene Therapeutics、初回治療後MRD陽性LBCL患者向け同種CAR T「Cema-Cel」がFDAよりRMATとFast Track指定を取得、Phase
2中間解析でMRD陰性化率58.3%達成 (Allogene Therapeutics Press Release)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

オフザシェルフ型同種CAR TがMRD陽性LBCL患者で高い陰性化率を達成。自家CAR Tの課題克服と迅速治療に期待。

#48 大規模言語モデルを活用したエージェント型AIが心血管疾患創薬プロセスを革新 (American Heart Association Journals)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

LLMを活用したエージェント型AIが心血管疾患創薬のターゲット理解から化合物設計、臨床試験まで全プロセスを革新
する可能性。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】PROTAC関連特許動向の調査と自社パイプラインへの影響評価。

• 【経営企画】GLP-1系薬剤の市場動向と競合分析を実施し、自社戦略への影響を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【DDS研究】LNPの非肝臓標的化技術、特に粘膜送達や心臓送達に関する最新研究を評価し、開発ロードマップ
に反映。

• 【AI戦略】AI創薬プラットフォームの導入検討を開始し、初期創薬と臨床試験最適化への適用可能性を評価。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】saRNAやエキソソームDDSなど次世代核酸医薬技術の基礎研究投資を強化し、将来のパイプラインを
構築。

• 【製造】mRNA/LNP医薬のコールドチェーン問題解決に向けた製造・物流技術の検討を開始し、サプライチェ
ーンのレジリエンスを強化。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01



創薬・DDS 採用記事全文集

出力日: 2026-08-01

採用記事数: 54 件



収録記事一覧

#01 AI活用による創薬が次世代医薬品設計を加速：タンパク質設計から臨床試験まで効率化

#02 AI創薬ツール、肺がん領域で高いPhase 1成功率80-90%を達成し、臨床意思決定を強化

#03 AI創薬開発、臨床段階の効率化へ戦略転換：170以上のAI設計分子が治験入り

#04 AI創薬、初期パイプラインを再構築：標的同定・ヒット生成を加速し、高コストな後期失敗候補
を早期排除

#05 イーライリリーのトリプルアゴニスト「retatrutide」、糖尿病合併肥満症患者で80週後に体重
21%減達成、FDA承認申請へ

#06 FDAが初のPROTAC「Vepdegestrant (ARV-471)」を承認、ER+/HER2-乳がん治療に新時代到
来

#07 初のPROTAC承認が示す、標的タンパク質分解技術の画期的な転換点とがん治療の未来

#08 核酸のLNP送達技術、呼吸器・消化管粘膜への適用で大きく進展：AI統合で個別化DDSの未来へ

#09 バイオ医薬品受託製造市場、グローバル需要増で拡大：CDMOsが生産能力を増強

#10 脂質ナノ粒子（LNP）完全ガイド：mRNAワクチン成功を支える核酸医薬送達の基盤技術

#11 第一三共の早期ADCパイプライン、アナリスト指摘で競合に後れ：キャッシュフローがピークに

#12 LNPを用いた遺伝子治療戦略、ACTA2変異修正で脳卒中関連死亡率を低減：ウイルスベクターに
勝る再投与可能性と低コスト

#13 イーライリリーの「retatrutide」、トリプルアゴニストとして肥満症治療薬の最有力候補に浮上

#14 EMA CHMP、新規高コレステロール血症薬3種含む12医薬品に承認勧告：胆汁うっ滞性掻痒症・
脳副腎白質ジストロフィー治療薬も

#15 Insilico Medicine、AI創薬プラットフォーム「Chemistry42」で開発したパンTEAD阻害剤
「ISM6331」がFDA Fast Track指定を取得、中皮腫治療加速へ

#16 第一三共とアストラゼネカのエンハーツ＋パージェタ併用療法、HER2陽性転移性乳がん一次治
療としてEU CHMP承認勧告

#17 2026年上半期に新規低分子医薬品24種が承認：初のPROTAC「Vepdegestrant」と経口GLP-1
「orforglipron」が市場に

#18 Ribo Life ScienceのsiRNA治療薬「Vortosiran」、EMAが心房細動患者の脳卒中予防試験を承認

#19 LNP送達型マルチ特異性CAR mRNAプラットフォームが開発中：in vivoでCAR発現を制御し、
自家細胞製造の課題を克服

#20 2026年RNA治療薬の変革：FDAがASO「Olezarsen」とsiRNA「Fitusiran」「Plozasiran」を承
認し、多様な核酸医薬時代へ



#21 Henlius、STEAP1×CD3×CD28トリ特異性TCE「HLX3902」の初回患者投与を開始：転移性去
勢抵抗性前立腺がんなど固形腫瘍に挑む

#22 Allogene Therapeutics、初回治療後MRD陽性LBCL患者向け同種CAR T「Cema-Cel」がFDAよ

りRMATとFast Track指定を取得、Phase 2中間解析でMRD陰性化率58.3%達成

#23 第一三共とアストラゼネカの「Datroway」、免疫療法不適格な転移性TNBC患者の初回治療薬と
してEU承認：唯一全生存期間改善を示すTROP2 ADC

#24 経口GLP-1薬、脳の報酬系回路に作用し快楽的摂食を抑制する可能性：NIH研究が示唆

#25 GLP-1受容体作動薬の研究動向がMASLD–MASH–HCC連続体で急速拡大：米国が主導、中国が

急成長

#26 FDAが初のPROTAC「Vepdegestrant」を承認、標的タンパク質分解の特許戦略に新たな課題

#27 PROTAC研究動向分析：2001-2025年の2630報の論文から見る進化と今後のフロンティア

#28 ペンシルベニア大学、LNPを用いた「ワンツーパンチ」療法で口腔がん治療を革新：p53と
ciclopiroxを同時送達し腫瘍負担を大幅軽減

#29 EMAが新規コレステロール血症治療薬「Evlarco（obicetrapib / ezetimibe）」の承認勧告：

CETP阻害剤とコレステロール吸収阻害剤の合剤

#30 自己増幅型RNA（saRNA）、従来のmRNAを凌駕し多様な治療分野で優位性確立：COVID-19ワ
クチンで承認

#31 二重特異性抗体設計の難題と品質確保：Prassanna RaoとFränze Vorreiterが安定性と製造性を
分析

#32 mRNA技術、ワクチンを超え個別化がんワクチン、タンパク質補充、再生医療へ応用拡大

#33 2026年主要テクノロジートレンド：エキソソームDDS、個別化mRNAがんワクチンが臨床試験
で躍進

#34 世界経済フォーラム、2026年新興技術トップ10でエキソソームDDSと個別化mRNAがんワクチ
ンを選定

#35 AI創薬の現状をマッピング：標的同定から分子設計、臨床試験最適化まで主要企業がリード

#36 Dove Medical Press、癌治療における次世代薬物送達システム「エキソソーム模倣ナノキャリ
ア」のレビューを発表

#37 サノフィ、新規二重特異性抗体創出へ「デュアルターゲティングライブラリ2.0」を発表

#38 セマグルチド、MASH寛解の可能性を2倍以上に向上させるメタアナリシス結果が報告

#39 Bambusa Therapeuticsの二重特異性抗体BBT001、アトピー性皮膚炎第1相で迅速かつ持続的

な痒み軽減とAD改善を達成

#40 インペリアルカレッジ、前立腺がん標的型mRNAナノゲルを開発：肝臓蓄積の課題を克服

#41 bioRxivプレプリント：RNAを空の脂質ナノ粒子に「後方ロード」する新戦略でコールドチェー
ン問題を解決



#42 GLP-1受容体作動薬の系統的レビュー、胃腸有害事象が最も強いシグナルと報告

#43 ARNT分子接着剤分解剤NEO-811、切除不能淡明細胞腎細胞癌の第1/2相初回ヒト投与試験が開
始

#44 進展型小細胞肺癌Ib相で初のEGFR-HER3二重特異性ADC「Iza-Bren」が奏効率48.1%を達成

#45 FDAがリジェネロンの二重特異性抗体「リンボセルタマブ（LYNOZYFIC）」を多発性骨髄腫治
療薬として迅速承認

#46 ドラッグターゲットレビュー、非エンドサイトーシス膜貫通送達戦略が遺伝子治療のエンドソー
ム障壁を克服すると評価

#47 Kymera Therapeuticsの経口STAT6分解剤KT-621、アトピー性皮膚炎第1b相で陽性結果：注射
剤に代わる経口薬の可能性

#48 大規模言語モデルを活用したエージェント型AIが心血管疾患創薬プロセスを革新

#49 集束超音波とマイクロバブルが血液脳関門を一時的に開口し、脳への薬剤送達を改善

#50 生成AIが自然界に存在しない新規フレーバー分子を設計、食品産業に革新をもたらす

#51 FDA、Nuvalent社ROS1陽性NSCLC治療薬zidesamtinib (Jideytro) を目標より2ヶ月早く迅速承

認

#52 分子接着剤開発が加速：Gluetacsが固形がんPhase IIでGT919を、DegronがHuR標的
DEG6498をPhase I開始

#53 心筋梗塞治療に向けたLNPの心臓特異的送達が課題：従来LNPは肝臓に蓄積、新脂質工学で肺・
脾臓標的は成功

#54 Ribo社Divesiran (SLN124)、真性多血症Phase IIa試験で瀉血頻度を大幅削減し患者QOLを改善



#01 AI活用による創薬が次世代医薬品設計を加速：タンパ
ク質設計から臨床試験まで効率化

概要

MIT Technology Reviewの分析によると、AIはタンパク質構造予測から臨床試験に至る
まで、創薬プロセス全体を劇的に変革しています。AlphaFoldのような予測モデルや
RFdiffusion、ProteinMPNNのような生成モデルが、治療機能に最適化された新規タン

パク質構造のデノボ設計を可能にしています。アストラゼネカは、AIを統合した「構
築-測定-学習」サイクルを通じて、候補分子の生成と優先順位付けを加速し、研究開
発の効率を高め、失敗率の低減に貢献しています。この進化は、医薬品開発の時間と

コストを大幅に削減し、より迅速な新薬の市場投入を可能にするでしょう。

公開日 2026年07月24日  SiTech Blog (MIT Technology Review analysis)  アメリカ



詳細

主要成果

AIは、タンパク質構造予測から臨床試験まで、医薬品設計のあらゆる段階で革新をもた
らし、次世代医薬品の開発を劇的に加速させています。特に、AlphaFoldに代表される
予測モデルや、RFdiffusion、ProteinMPNNといった生成モデルは、治療機能に最適化さ
れた新規タンパク質構造のデノボ設計を可能にし、創薬の初期段階におけるブレークス
ルーを推進しています。

技術・臨床詳細

AIは、創薬パイプラインの初期段階において、標的同定、リード化合物探索、分子設計
などのプロセスを大幅に効率化します。例えば、生成AIは、従来の試行錯誤では不可能
だった、全く新しい構造を持つ分子や、特定の疾患メカニズムに対して高い親和性を持
つタンパク質を設計する能力を持っています。これらのAIモデルは、膨大な化学・生物
学的データを学習し、物理化学的特性、生体内動態、毒性プロファイルを考慮した上
で、最適な候補分子を予測・生成することができます。これにより、実験室での合成や
スクリーニングにかかる時間とコストが大幅に削減されます。

アストラゼネカは、AIを「構築-測定-学習」サイクルに統合し、候補分子の生成、優先
順位付け、最適化を反復的に行うことで、研究開発プロセスを加速させています。この
アプローチにより、AIが提案した分子は、従来のプロセスよりも高い成功率で臨床開発
に進むことが期待されています。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、平均10年以上の期間と数十億ドルの費用がかかり、成功率は極
めて低いという課題を抱えていました。特に、初期の化合物探索から前臨床試験に至る
までのプロセスは、時間とリソースを大量に消費するボトルネックでした。AIの導入
は、このボトルネックを解消し、より多くの有望な候補分子を短期間で特定することを
可能にします。これにより、製薬業界全体の生産性向上と、患者への新薬提供の加速が
期待されています。



今後の展望

AI創薬はまだ発展途上ですが、そのポテンシャルは計り知れません。今後は、さらに複
雑な疾患経路のモデリング、個別化医療に向けた患者特異的な薬剤設計、および臨床試
験デザインの最適化など、幅広い領域での応用が期待されます。AIとウェットラボ実験
の融合は、創薬の未来を根本から変え、画期的な治療法の発見を加速させるでしょう。
また、バイオ医薬品の開発においても、抗体設計や遺伝子治療ベクターの最適化など、
AIの貢献がますます重要になると考えられます。

元記事: https://sitech.ge/en/blog/ai-drug-discovery-2026/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sitech.ge/en/blog/ai-drug-discovery-2026/


#02 AI創薬ツール、肺がん領域で高いPhase 1成功率80-
90%を達成し、臨床意思決定を強化

概要

AI設計医薬品が、歴史的なベンチマークと比較して80-90%という高いPhase 1成功率を
示し、市場投入の可能性を倍増させる有望性を示しています。肺がん領域において、
AIツールは創薬から臨床意思決定まで初期段階で成果を上げています。特に、標的生

成と構造予測モデルは、そのエビデンスベースでの役割が強固であると評価されてい
ます。説明可能なAI（XAI）の活用も進み、肺がんの臨床的有用性研究に貢献していま
す。

公開日 2026年07月27日  OncLive  アメリカ



詳細

主要成果

AIによって設計された医薬品が、従来の医薬品開発と比較して、Phase 1臨床試験で80-

90%という著しく高い成功率を達成しており、これは市場投入に至る確率を理論上倍増
させる可能性を秘めています。この成果は、特に肺がん領域において、創薬の初期段階
から臨床意思決定まで、AIツールの有望性を示しています。

技術・臨床詳細

本分析では、AIを活用した創薬モデルを5つの主要なカテゴリに分類しています。その
中でも、標的生成と構造予測モデルが、現在最も強力なエビデンスベースの役割を担っ
ていると指摘されています。これらのモデルは、疾患の原因となる標的分子を効率的に
特定し、それらに結合する最適な分子構造を設計することで、開発プロセスの初期段階
における失敗リスクを低減します。

さらに、説明可能なAI（XAI）は、その透明性と解釈可能性から、肺がんの臨床的有用
性研究において活用が進められています。XAIは、AIが導き出した予測や推奨の根拠を
医師が理解できるように提示することで、臨床現場でのAIツールの信頼性と採用を向上
させる役割を果たします。これにより、治療方針の決定や患者管理がよりデータに基づ
いたものとなることが期待されます。

背景・業界文脈

医薬品開発におけるPhase 1試験は、主に安全性と忍容性を評価する段階であり、その
成功率は歴史的に比較的高いとされています。しかし、AIが設計した薬剤が高い成功率
を示すことは、AIがより安全で、かつ狙った標的に対して効果的に作用する可能性のあ
る分子を設計できる能力があることを示唆しています。これにより、後の臨床段階での
リスクを低減し、開発全体の効率を向上させることが期待されます。医薬品開発の全プ
ロセスにおけるAIの役割は拡大しており、製薬業界にとって競争力を高める重要な要素
となっています。



今後の展望

AIは、Phase 1試験での高い成功率を維持しつつ、Phase 2以降の試験においても有効性
を向上させることで、医薬品開発のボトルネックをさらに解消する可能性を秘めていま
す。特に肺がんのような複雑な疾患において、AIを用いた個別化医療の推進や、治療抵
抗性メカニズムの予測と克服に貢献することが期待されます。今後の研究では、AIモデ
ルのさらなる高度化と、臨床現場での実用化に向けた検証が焦点となるでしょう。

元記事: https://www.onclive.com/view/ai-tools-show-early-promise-across-drug-discovery-clinical-

decision-making-in-lung-cancer

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.onclive.com/view/ai-tools-show-early-promise-across-drug-discovery-clinical-decision-making-in-lung-cancer
https://www.onclive.com/view/ai-tools-show-early-promise-across-drug-discovery-clinical-decision-making-in-lung-cancer



